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はじめに 

北アルプスは，他のアルプス（南・中

央）と異なり第四紀火山と第四紀花崗岩

が分布している点で特異であり，この成

因としてマグマの浮力が深く関わってい

ると思われる（Ito et al., 2021）．北アル

プスの成因をより深く理解することとジ

ルコンの U-Th-Pb年代測定法（具体的に

は U-Pb法と U-Th法の double dating：Ito, 

2024）の（50万年前よりも）若い試料へ

の適用性向上のため，今回，立山火山噴

出物の年代測定を実施した． 

 

立山火山の地質的背景と採取試料 

立山火山は K-Ar 法により 22～20万年

前に活動を開始したとされている（中野

ほか，2010）．また，大町テフラのうち

DPm（もしくは Tt-D）と EPm（Tt-E）は

立山起源とされ，それぞれ噴出年代とし

て約 10万年前，約 7万年前が推定され

ている（川澄，2022）．立山火山の活動

は第 1期～第 4期に区分され，第 1期は

22～20万年前の 1a 期と 15～10万年前の

1b期に細分されている（中野ほか，

2010）． 

今回，立山火山噴出物として第 1a期

の湯川谷火山岩類（試料名：YUKA）と

それと同時代とされるスゴ乗越安山岩

（SUGO），第 1b期の材木坂溶岩の延長

部とされる与四兵衛山の安山岩溶岩

（YOSHI），さらに第 2期の（DPmに対

比される）称名滝火砕流堆積物（Kuro）

と第 3期の（EPm に対比される）室堂礫

層中のテフラ（Aka）（川澄，2022）の

合計 5試料を採取（もしくは収集）し

た． 

 

年代測定結果 

採取した 5試料全てから粒の大きい

（長径>200 µm）ジルコンが 50粒子以上

得られた（湯川谷火山岩類は 400 g，他

は約 1 kgを鉱物分離した）．Ito (2024)の

方法に従い，LA-ICP-MSを用い，U-Pb

年代と U-Th年代を求めた．今回は，レ

ーザーのスポット径 40 μm，エネルギー

密度 7～8 J/cm2，繰り返し周波数 10 Hz

で得られた結果のみを報告する．レーザ

ー照射は 30秒間実施し，U-Pb年代は 20

～30秒間，U-Th年代は 10～30秒間のデ

ータを使用した．年代測定結果を Fig. 1

に示す． 

湯川谷火山岩類（YUKA）は U-Pb年

代（加重平均年代）として 390 ± 50 ka

（誤差は 95%信頼区間もしくは 2σで示

す．以下同様），U-Th年代（アイソク

ロン年代）として 203 ± 52 ka が得られ

た．本安山岩は第 1a期とされるので，

噴出年代は 220～200 kaとされており，

U-Pb年代は誤差を超えて古い年代が得ら

れたが，U-Th年代は誤差の範囲内で噴

出年代と一致する結果が得られた． 

スゴ乗越安山岩（SUGO）は U-Pb年代

として 482 ± 35 ka，U-Th年代として 271 

± 80 kaが得られた．本安山岩も第 1a期

とされるので，噴出年代は 220～200 ka

とされており，U-Pb年代は誤差を超えて

古い年代が得られたが，U-Th年代は誤
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差の範囲内で噴出年代と一致する結果が

得られた． 

与四兵衛山の安山岩溶岩（YOSHI）は

U-Pb年代として 404 ± 54 ka，U-Th年代

として 209 ± 54 ka が得られた．本安山岩

は第 1b期とされるので，噴出年代は 150

～100 kaとされており，両手法とも誤差

を超えて古い年代が得られた． 

称名滝火砕流堆積物（Kuro）は U-Pb

年代として 444 ± 90 ka，U-Th年代とし

てはアイソクロン年代が計算不能になっ

た．本テフラに対比される DPmの噴出

年代は約 100 kaとされるが，U-Pb年代

は誤差を超えてかなり古い年代が得られ

た．Ito and Danišík (2020)は DPmの U-Pb

年代として 288 ± 28 kaを得ている．今回

の U-Pb年代は，加重平均年代としては

Ito and Danišík (2020)よりも誤差を超えて

古い年代を示すが，個々の年代は 700～

150 kaの分布を示し，Ito and Danišík 

(2020)の 630～140 ka の分布とほぼ同様の

結果となった． 

室堂礫層中のテフラ（Aka）は U-Pb年

代として 196 ± 66 ka，U-Th年代として

261 ± 112 kaが得られた．本テフラに対

比される EPm の噴出年代は約 70 kaとさ

れるが，両手法とも誤差を超えて古い年

代が得られた． 

 

考察 

U-Pb年代は全ての試料で噴出年代より

も誤差を超えて古い加重平均年代を示し

た．これは Ito and Danišík (2020)で示した

ように，噴火前に長い（数 10万年間

の）マグマ活動があったことを示してい

ると判断される．また，各試料のジルコ

ン粒子の最若年代は，全ての試料につい

て，それぞれの噴出年代と誤差の範囲内

で一致（もしくはほぼ一致）しており

（例えば，Akaの最若年代は 87 ± 22 

ka），各試料は噴火の直前までジルコン

の晶出があったと判断される． 

U-Th年代は，原理的に約 400 kaより

も古い年代は約 400 ka（Fig. 1の Equiline

が示す年代）と計算されるため，U-Pb年

代（加重平均年代）が 400 kaかそれより

も古い YUKA，SUGO，YOSHIの U-Pb

年代が U-Th年代よりも古くなったのは

当然である． 

今回，U-Th法により，現段階で有益

な情報が得られたとは判断し難い．今

後，レーザー径を大きくするなどして U-

Th年代の精度を上げることを目指す予定

である．  
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Fig. 1 Zircon U-Pb (a–e) and U-Th isochron (f–j) dating results for Tateyama volcanic 

rocks. (a–e) 238U-206Pb age distributions for zircons younger than 1 Ma. Individual 

grain ages with 2σ uncertainty are arranged in rank order. Analyses in grey 

represent statistical outliers and were excluded for weighted mean age calculation. 

Black horizontal lines represent weighted mean age. (f–j) U-Th activity ratio 

diagram with 1σ uncertainty assuming Th/U of magma at 4.0 ± 0.4. 

 


